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1. は じめに

 2000年 か ら毎年 、韓 国カ トリック大学校において信州大学の学生 と韓国カ トリック

大学校言語文化学部 日本語専攻学生 との間に 「交流」の場が設 けられ ている。2000年

は3月 に、2001年 ・2002年 は国際親善交流及び学術祭が行われ る10月 に、毎回1週

間の 日程で実施 され た。特に2002年 はス ピーチ大会 をは じめ、韓国語講座、授業見学、

ホームステイ、 日本語教育実習、講演、演劇発表等 々、これ まで以上 に盛 りだ くさん

の内容 の1週 間だった。三回の体験か ら交流に期待 できる学習上の効果について考え

てみ る。

2.学 習動機

 「この人た ちはなぜ 日本語 を勉 強 しているのだろ う」。 これ は私 が韓国で 日本語 を

教え始めて以来の関心事 である。

 韓国で最初 に 日本語 を教 えたのはある大学附属の語学学校だった。学生 は大学生に

かぎ らず、卒業 を控えた高校 生や主婦、中学校の先生、公務員な どな ど。 当然それぞ

れ のニーズ も多様 で、クラス運営はなかなか大変だった。ある学生 は資格試験のため

に、ある学生は仕事のために、そ してある学生は趣味で、またある学生は 日本留学か

ら帰国 した後 のメイ ヒテナ ンスのために 日本語 を勉強 していた。 そんな中に英語が嫌

いだか ら目本語 を勉 強す る とい う学生 もいた。最低 でも1つ くらいは外国語ができな

ければいけない と感 じるものが、苦手な英語の代わ りに 日本語 を選択す るらしい。 こ

の ように韓国では日本語 が様 々な動機で学習 されている。

 これまでに報告 されている 日本語学習動機の調査を概観す ると、大きく4つ の学習

動機が確認 されてい ることがわかる。1つ は統合的(親 和的)動 機である。 これはその

言語 を話す集 団の一員 にな りたい とい うような志向によるもの。2っ 目は道具的動機

である。 これは外国語 をある目的達成のための道具 として使いたい とい う志 向による

もの。3つ 目は語学学習動機である。これは学習 目的が語学学習その ものにあるもの。

4つ 目は誘発的動機 で ある。 これは外部か らの刺激に誘発 され て学習に向か うような

もの。調査 によっては これ以外にも様々な動機 が提唱 され ているが、上の具体的な動
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機 もだいたいこの4つ に集約 できるのではないか と思 う。

 ところで毎年、 「交流」 をきっかけに数人の学生 の学習態度が積極的にな り、 日本

語能力が飛躍的に伸 び るのを 目の当た りにす る。その変化があま りにも大 きいので、

効果的な授業を と必死に準備 に取 り組んできたこれまでの 自分の努力はいったい何

だ ったのだろ うか と悩んで しま うほ どである。 このことをきっかけに 「交流」による

動機付けの重要性 を強 く感 じるよ うになった。櫻坂 ・奥 山(2001)に 「韓国の大学生が

日本語や語学知識の習得 のみな らず、異文化 としての 日本の理解 、 日本人 との交流の

よ うな 日本(人)と の接触 を希求す る強い動機 づけが 日本語学習にあ らわれ た」とい う

報告がある。私が行 った調査では この 日本人 との接触を希求す るよ うな動機 が、高い

自己評価 と相関にあった。 日本語母語話者 との 「交流」が動機 を高め、学習成果に影

響 を与えることが あることは経験的にもまた調査か らも明 らかである。

3. 日本語母語話者 とのネッ トワーク

 学生に教室外 での学習活動にっいてたずねてみ ると、いわゆる 「優等生」は教室外

活動の重要性 をはっき りと認知 していて、その活動 が他 の学生よ りも積極的であるこ

とがわかる。例 えば、 日本のマ ンガやアニメー ション、歌謡曲が好 きでそれ を通 して

語彙 を増や していた りす る。 このよ うな活動が次第に教室内活動での意欲へ と結びつ

くとい う。

 更に、教室の外に 日本語母語話者 とのネ ッ トワークをもっていることが重要だ とい

う話もよく聞 く。それは、韓国にいる 日本人留学生やイ ンターネ ッ トで知 り合った 日

本語母語話者 とのネ ッ トワークであった り、 自らが 日本留学中に知 り合った 日本語母

語話者 とのネ ッ トワークであった りす る。村野(1996)の 調査においてもネ ッ トワーク

作 りが他 の学習 ス トラテジー と共に有効であるとい う学生の評価が報告 されている。

 ところがネ ッ トワー クは、機会 さえ与え られれば簡単に作れ るとい うもので もない。

それはネ ッ トワー クが良好 な相互関係 によっては じめて成立するものだか らである。

この関係作 りの難 しさは、互いの年齢や性別、性格な どによっても違 うだろ うし、相

手が どれ だけ韓国 に滞在 できるかまた自分 がどれだけ 日本 に滞在で きるかな ど「交流」

の期間によって も違 うだろ う。

 韓国のある大学で行われた交流に関す る調査の中で、韓国人学生の中には会って気

が合えばす ぐに親 しくなれ るとい うものが多かったのに対 し、 日本人学生は親 しくな

るのに時間がかかると答 えるものが多かったとい う報告 もある。

 実際の ところ一度 に多 くの学生が しかも長 く一緒に過 ごせ るよ うな 「交流」の場 を

設 けるのは難 しい。十分 な人数 と十分な期間を確保 しやすい大学間で行われ る 咬 流」
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はネ ッ トワー ク形成 の絶好の機会であ り、その機会 は効果的に活用 され るべ きであろ

う。

4. 異文化理解

 学習動機の強化 と、 日本国外 ではなかなか持つ ことが難 しい 日本語母語話者 とのネ

ッ トワー ク形成 にっいてはすで に上で述べた。そ しても うひ とつ、交流か ら得 られ る

効果 として 日本文化(異 文化)を 理解 し、その理解 を行動のために使 える能力 の育成 と

い うことを考える。

 言語教育 においては、 これまでいわゆる言語能力の向上がその主な 目的 とされてき

たが、実際の場面ではいわゆる言語能力 の低 さか らくる意思疎通の難 しさよりも、異

文化の理解不足 による誤解の方が、深刻 な問題 につなが る場合が多い。例えば、文化

に よる文脈依存度の違 い(*1)か ら、相手を 「言った ことしか分か らな く、気 が利かな

い」だ とか、時間感覚 の違い(*2)か ら、「時間 にルーズでだらしがない」などと、誤 っ

て判断 して しま うことがある。このよ うな誤解は、ネ ッ トワー クの形成 にはもちろん、

学習動機 にさえ悪影響 を及ぼす ことにな りかねない。

 文化理解 はコ ミュニ ケーシ ョン と密接な関係 にあ り、円滑なコ ミュニケーシ ョン能

力の育成 を 目標 に した近年の言語教育においては欠かす ことのできない ものである。

交流 の場 を活用 してプ ロジェク トワークな どを実施する と言語 と文化の両面を効果的

に学ぶ ことができ、大 きな成果が得 られ る。「交流」は異文化教育の観 点でも重要な学

習機会 と思 われ る。

5.終 わ りに

 本稿では筆者 が韓国 で 日本語を教 えなが ら日頃感 じ、考えてきたことを 「交流」の

経験をもとにま とめてみ た。

 これか らの教育は、いかに教室外で 自律的に学習 できるか、またそれ をどう支援 し

てい くか とい うことも大 きな課題 ではないだろ うか。また、グローバル化 した世の中

において、異文化 を捉 え、異文化に対応で きる力は不可欠であ り、そんな能力の育成

が言語教育においてます ます重要になって くる と思われ る。信州 大学、カ トリック大

学校双方に有意義な 「交流」がこれか らも続 いてい く事を祈っている。
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【注7

(*1)ア メリカの文化人類学者であるE.τ.ホールによると「コミュニケーションスタイルには高コン

  テキス トスタイルと低 コンテキス トスタイルがある。」 とい う。コンテキス トとは、文脈 と訳

  されることが多 く、具体的には、状況や背景情報などを指す。高コンテキス トスタイルはコン

  テキス トに依存する度合いが高いコミュニケーションスタイルで、「何 を言ったかよりも、ど

  のように、どのような状況で言ったか1が 重視される。高コンテキス トスタイルを使用する文

  化では、仲間内で共有 される情報が多いため、ひとつひとつ言葉に出 して説明 しなくても理解

  しあうことができるとい う前提に立っている。低コンテキス トスタイルはコンテキス トに依存

  する度合いが低いコミュニケーションスタイルで、「どんな状況で、どのように言ったかより

  も、何を言ったか」が重視される。数字や 日時など、正確に説明することが要求 され る。だか

  ら高コンテキス トスタイルの話者が低コンテキス トスタイルの話者と話をすると 「言ったこと

  しか分か らない気が利 かない奴」な どと誤解することがある。

(*2)ア メリカの文化人類学者のE.T.ホ ールによると世界には異なる時間感覚が少なくとも二っ

  あるとい う。一度に一つの仕事に集中するMタ イム型(単 一的時間感覚-MonochronicTime‐)

  と、人と交わ りながら複数の仕事をするPタ イム型(多 元的時間感覚一Polychronic Time-)

  である。ポ リクロニックな時間は、現在のスケジュールを守るというよ りも、人間のかかわり

  合いと、相互交流に力点を置く。ひとと会 う約束はそれほど重大なものとは考えられず、その

  結果 しばしば破 られる。 日本人は本来Pタ イム型であるのに、近代化 とともに、社会生活のル

  ールがMタ イム的になっているといわれ る。 コリアンタイムと呼ばれる韓国の時間感覚はPタ

  イム型に近いと思われる。 しか し近年韓国でもMタ イム型への移行が観奈 される。

  だから、Mタ イム型の人がPタ イム型の人に出会 うと、「時間も守れないだ らしがないやっ」

  などとい う誤解を して しま うことがある。
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